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Empathy of nursing students in charge of terminal stage patients 
















































問題に直面することが報告されている（名越ら , 2004: 









傾向にあり，複数の報告がみられる（風岡 , 2005: 風岡 , 










































































自己指向的反応 >，<被影響性 >，<視点取得 >，<想像
























た ｣，｢ やや感じた ｣，｢ あまり感じなかった ｣，｢ 全く








質問への回答は ｢ 多い ｣，｢ やや多い ｣，｢ あまり多




















質問項目への回答は ｢とてもよくあてはまる ｣，｢ や
やあてはまる ｣，｢あまりあてはまらない ｣，｢全くあて







変数に対して，t 検定を実施した （ｐ＜ 0.05）．年齢は，
社会人経験があると考えられる 23歳以上と社会人経験











感じた ｣，｢ やや感じた ｣，｢ あまり感じなかった ｣，｢
全く感じなかった ｣と回答したものを ｢感じなかった ｣
の 2値にした．学生のコミュニケーションのとらえ方
については，｢ 多い ｣ と回答したものを ｢ 多い ｣，｢ や




｣と回答したものを ｢あてはまる ｣，｢ややあてはまる ｣，
｢ あまりあてはまらない ｣，｢ 全くあてはまらない ｣と
回答したものを ｢あてはまらない ｣とした．
これらの結果から，共感性との関連をみるために，共
























課程 26校に在籍する看護学生 1092 名に質問紙を配布




SD6.58 （以下，± SD）で，22歳以下が 98名（60.1％），
23歳以上が 63名（38.7％）で，最小値 20歳，最大値






囲は 36～ 105 点，クロンバックα係数は，0.76 であっ
た．
年齢が 22 歳以下の学生の共感性合計得点は，85.14
± 11.13，23 歳以上の学生は，81.29 ± 9.11 であった．
性別による共感性合計得点は，女性が 86.33 ± 8.89，
男性が 83.44 ± 10.56 であった．学年による共感性合
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